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　キリスト教主義教育研究プロジェクトは2011年度に発足し、今年度で2年目を
迎えた。「本学のキリスト教主義教育の内実化を図る」ことを意図して、スター
トした本研究プロジェクトは、関西学院大学のキリスト教主義（教育）がどう
あるべきなのか、またどのように展開されるべきなのかを模索し、検証し、具
体的な提案を広く共有化することを目的としている。この目的達成の一助とす
るために、ミニフォーラム・研究会を開催した。初年度であった昨年（2011年
度）は、ＲＣＣ初代センター長であり、前経済学部宗教主事の林忠良氏より、「キ
リスト教と文化研究センター」開設の経緯をめぐって、発題をしていただいた。
（2011年12月13日）林氏からは、ＲＣＣが「キリスト教主義教育研究室」（キ教研）
を発展的に改組して設置されたと言われていることが、事実的経緯とは違うこ
とが指摘され、ＲＣＣが発足時に目指した方向やその意図について説明がなさ
れた。林氏の発題を基に議論を深めることができた。今年度は、この林氏の発
題を受けて、前商学部宗教主事・元ＲＣＣ主任研究員の辻　学氏（広島大学大
学院総合科学研究科教授）より、「キリスト教と文化は衝突したか」―「ＲＣＣ
の歩みと関学のキリスト教主義教育」と題して、発題をしていただいた。（2012
年5月28日）辻氏からは、ＲＣＣ設立時に意図された目的が現在までに、どのよ
うに継承されてきたのか、またされてこなかったのかについて、資料を基にし
て説明がなされ、参加者との意見交換が行われた。
　本プロジェクトの初年度からのもう一つの柱は、ＦＤの一環として実施した
宗教主事による、キリスト教学及びチャペルの実施報告研究会の開催であった。
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昨年度は、田淵結氏（宗教総主事・教育学部宗教主事）より、「一主事の働きか
ら」と題して、研究会報告をしていただいた。（2012年1月24日）田淵氏からは
関学における自分史を含めて、学院全体、大学各学部における宗教主事の役割、
働きについての多様な側面が指摘された。今年度は、平林孝裕氏（大学宗教主
事・国際学部宗教主事・本プロジェクト研究員）より「関西学院大学における
キリスト教学の現状と課題」と題して発題がなされた。（2012年7月6日）平林氏
からは国際学部におけるキリスト教学の授業及びチャペルの現状とその実践が
報告された。また、同様の実践研究報告が、舟木讓氏（経済学部宗教主事・本
プロジェクト研究員）よりなされた。（2012年10月5日）両氏の報告から、各学
部で行われている「キリスト教学」の授業及び「チャペル」の実践には、多く
の共通部分があると同時に、相互に補完できるユニークな取り組みがあること
を認識することができた。なお、この実践報告の研究会は、今年度秋学期より
大学宗教主事会のＦＤ部会に主管を移し、関西学院の基層を担うキリスト教主
義教育について、神学部との連携を含め、実施されることとなった。本プロジェ
クトとしても引き続き、キリスト教主義教育の実践の現状と課題について、さ
らに幅広く、関係者との情報交換を通して、共有化していくことに留意したい。
その一環として、来年度、本研究プロジェクトが主催して、「キリスト教主義教
育」に関連するシンポジュウムの開催を構想している。関西学院大学のキリス
ト教主義（教育）がどうあるべきなのか、キリスト教主義教育を実践している
他大学との交流、連携により、模索することを計画したい。このシンポジュウ
ム開催の実現可能性を含めて、2013年2月20日〜21日まで、名古屋にある金城学
院大学キリスト教センター及び名古屋学院大学を訪問し、キリスト教主義教育
に関する聞き取り、意見交換を内容とするフィールドスタディを実施した。金
城学院大学では、宗教総主事・教授の小室尚子氏、文学部宗教主事の落合健仁氏、
名古屋学院大学では、キリスト教センター主事の福井智氏、商学部准教授の大
宮有博氏と面談し、長時間にわたり、それぞれの大学におけるキリスト教主義
教育の現状、課題、展望について伺い、意見交換をすることができた。来年度
の研究活動に活かしたい。
